
 

グループ名 ユニット名等 科  目  名 担当教員名 対象学年次 学期 
 

ＩＴ 
 

2 単位 
ＩＴエンジニア コンピュータ科学Ｂ 花田 経子 2 年次 春 

 

授業のキーワード データベース、Access、通信、モバイル、ネットワーク、インターネット、セキュリ

ティ 
授業の概要・目的 
及び修得させる知

識・技能 

現在の情報システムでもっとも重要な技術である“データベース管理技術”、“ネット
ワーク技術”、“情報セキュリティ”について理解します。データベースでは Microsoft 
Access を使った演習を中心とします。セキュリティでは、最新の犯罪事例についても
解説します。 

履修のアドバイス・ 
前提科目等 

【履修するとよい他の科目】 IT エンジニアの他の科目 
【アドバイス】 社会科学系大学への編入・IT 系企業への就職を希望する学生は受講

が望ましい。情報処理技術者試験を想定した内容です。 
 

授 業 展 開 

 テーマ 内   容  テーマ 内   容 
第 
１ 
講 

オリエンテー

ション 
講義の進め方、講義概要など 第

９

講

TCP/IP によ

るイントラ

ネット(3) 

セグメント別の通信手法、

DMZ、VPN、無線 LAN 

第 
２ 
講 

データベース

実習(1) 
データベースとは何か、DBMS、
Access 演習(テーブル作成) 

第

10
講

TCP/IP によ

るイントラ

ネット(4) 

ケーススタディで学ぶ TCP/IP 

第 
３ 
講 

データベース

実習(2) 
マスタデータとトランザクショ

ンデータ、Access 演習(リレーシ

ョンシップ、フォーム作成) 

第

11
講

情報セキュ

リティ(1) 
情報セキュリティの概念、情報資産の分

類、脆弱性とリスクの関係、セキュリテ

ィへの対応方法(物理的対応) 
第 
４ 
講 

データベース

実習(3) 
関係データベースの操作、

Access 演習(クエリ操作) 
第

12
講

情報セキュ

リティ(2) 
個人情報、セキュリティポリシ

ー、ソーシャルエンジニアリン

グ、外部からの侵入対応 
第 
５ 
講 

通信ネットワ

ークと LAN
の仕組み 

通信ネットワーク、集中と分散、

LAN の構造、LAN の事例(短大

内ネットワーク) 

第

13
講

情報セキュ

リティ(3) 
認証・生体認証、アクセスコン

トロール、暗号技術、公開鍵暗

号と電子署名 
第 
６ 
講 

LAN 接続の

基本的概念 
接続形態、LAN に利用される通

信機器、ネットワークアーキテ

クチャ、OSI 基本参照モデル 

第

14
講

情報セキュ

リティ(4) 
最新犯罪事例とその対応、セキ

ュリティ監査・システム監査 

第 
７ 
講 

TCP/IP によ

るイントラネ

ット(1) 

TCP/IP とパケット通信、IP ア

ドレスの仕組み 
第

15
講

試験  

第 
８ 
講 

TCP/IP によ

るイントラネ

ット(2) 

ネットワーク部とホスト部、サ

ブネットマスク、プライベート

IP とグローバル IP 
評 価 方 法 

(1)出席＋小テスト(毎回実施)：50％ 
(2)レポート＋定期試験：50％ 

備 考 
（関連する資格・試験等） 

☆関連のある資格：情報処理技術者試験・IT パスポートおよび基本情報。 
☆担当者メッセージ：内容は難しいですが、上記試験を狙う学生は『IT エンジニア』
ユニットの全科目を履修するつもりでがんばってください。 

使用する教科書（必ず購入してください） 参 考 文 献 
『コンピュータ概論――情報システム入門』，石原秀

男・魚田勝臣他共著，共立出版(注：1 年次『情報処

理』の教科書と同じ) 

『情報処理技術者試験 やさしく学ぶネットワーク
技術』，高橋麻奈，翔泳社 
『情報処理技術者試験 やさしく学ぶデータベース
技術』，高橋麻奈，翔泳社 
IPA、『情報セキュリティ読本』、実教出版 


